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研究目的

	本研究室では Code Gear と Data Gear という単位でプログラムを記述する CbC(Continuation base C) とCbC を用いて実装する Gears OS の研究を行っている。
	Code Gear は並列処理の単位として利用でき, Data Gear はデータそのもので型を持っていて，CbC はメタレベルの処理，並列処理を記述することができる。
	本研究では,Raspberry Pi に Gears OS を動かせるようになる事で、ハードウェア上でもメタレベルの処理、並列実行ができるプログラミングを記述できるようになる事を目指している。








概要

	Raspberry Pi で Gears OS を動かすために、CbCの make を行う必要がある。
	Raspberry Pi 上で CbC の make を行うと、メモリが小さいので時間がかかる。
	そのため、Linux 環境で CbC を動かした後に Raspberry Pi に載せる手法で研究を進めている。
	これまでに Linux上で CbC が Raspberry Pi と同じ ARM のバイナリを吐くように CrossCompile を行なった ARM版xv6 を作成してきた。
	本研究では、CbCを用いて ARM版xv6 に沿って Raspberry Pi で動く Gears OS を実装する。
	Linux 上でコンパイルを行うまでの過程は以下のT図形のようになる
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